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山形大学は、２０１２年１０月に世界で唯一となるナスカ研究所を南米のペルー共和国に開所した。長年にわたって研究
を行い、これまでに１００点を越える新しい地上絵を発見するなど、いまやナスカ研究に関する世界的な第一人者となった
坂井正人先生をお招きして、これまでの研究内容について解説する。

ペルー共和国は、豊富な鉱物資源や水産資源と中心として、これまで経済発展を成し遂げてきたが、近年は工業化も
進展し、ラテンアメリカ諸国のなかでも高い経済成長率の達成が見込まれている。そのため日系企業の進出も増加してい
る。また同国は数多くの日系人が暮らしており、親日的な国民が多いことでも知られている。

本研究会では、上記の視点から、ナスカの地上絵に関する研究と、これまでのペルーにおける考古学調査を通じた経
験を基に、現代ペルー社会について論じることにする。
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